
　東洋紡グループではこれまでさまざまなリサイクル技術
を確立してきましたが、衣料品に関するリサイクルは工場
内の繊維くずリユースなどに限られていました。衣料分野
における国内リサイクル市場の発展はこれからであると 
いうことがその理由のひとつで、生活者の視点でより魅力
を感じるリサイクル衣料が生み出されなければ、経済と 
環境を両立する価値創造が実現しないという大きな課題が 
ありました。しかしながら、当社の衣料繊維事業は、一般的
なアパレルメーカーと異なり、繊維から糸づくり、縫製までを 
一貫して行っているため、サプライチェーン全体でリサイクル
ループを回すことができれば、より高い価値のリサイクルが
可能になります。東洋紡せんい（株）では、日本のマーケット
に高品質で魅力にあふ
れたリサイクル製品を
提供して市場を創造
していくことを目指し、 
衣料品のアップサイク
ルに本格的に取り組ん
でいます。

蓄積した技術で国内リサイクル市場の発展に貢献 
衣料品のアップサイクルへの挑戦

衣料品のアップサイクル製品（繊維くずを粉砕・
ペレット化したものを原料に生産したハンガー）
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